
(57)【要約】

【課題】製造効率が向上されたＭＶＡ方式を利用した半

透過型液晶表示装置およびその製造方法を提供する。

【解決手段】反射電極２１および透過電極３１を含む複

数の画素ＰＸがマトリクス状に配置されているアレイ基

板ＡＲと、複数の画素ＰＸに対応して共通に設けられて

いる対向電極４２と、透過電極３１に対応して配置され

た第１凸構造物３２と、反射電極２１に対応して配置さ

れ、第１凸構造物２２と同一面上に形成され同じ高さを

有する第２凸構造物２２とを備えた対向基板ＣＴと、互

いに対向して配置されたアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴ

との間に配置された液晶層ＬＱとを備えた液晶表示装置

。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 絶 縁 基 板 上 に 、 そ れ ぞ れ 反 射 電 極 お よ び 透 過 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ て い る 第 １ 基 板 と 、
　 第 ２ 絶 縁 基 板 上 に 、 前 記 複 数 の 画 素 に 対 応 し て 共 通 に 設 け ら れ て い る 対 向 電 極 と 、 前 記
透 過 電 極 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 第 １ 凸 構 造 物 と 、 前 記 反 射 電 極 に 対 応 し て 配 置 さ れ て 、 前
記 第 １ 凸 構 造 物 と 同 一 面 上 に 形 成 さ れ 同 じ 高 さ を 有 す る 第 ２ 凸 構 造 物 と を 備 え 、 前 記 第 １
基 板 と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 凸 構 造 物 と 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 は 、 同 じ 材 料 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 凸 構 造 物 と 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 は 、 感 光 体 ア ク リ ル 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ て い る 請
求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 は 、 対 向 す る 前 記 反 射 電 極 と 同 じ サ イ ズ を 有 し 、 均 一 の 厚 さ に 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 は 、 対 向 す る 前 記 反 射 電 極 と 同 じ サ イ ズ で あ っ て 、 凹 凸 形 状 を 有 す る
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 同 一 輝 度 に お け る 、 前 記 透 過 電 極 と 前 記 対 向 電 極 間 に 印 加 さ れ る 第 １ の 電 圧 と 、 前 記 反
射 電 極 と 前 記 対 向 電 極 間 に 印 加 さ れ る 第 ２ の 電 圧 の 差 は 、 １ ０ ０ ｍ Ｖ 以 内 で あ る 請 求 項 １
な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る 面 と は 反 対 の 外 面 に 設 け ら れ た 第 １ 偏 光 制 御 素 子
と 、
　 前 記 第 ２ 基 板 の 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る 面 と は 反 対 の 外 面 に 設 け ら れ た 第 ２ 偏 光 制 御 素 子
と を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る 面 に 設 け ら れ 、 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 前 記 第 １
基 板 に 対 し て 略 垂 直 に 配 向 す る 特 性 を 有 し た 第 １ 配 向 膜 と 、
　 前 記 第 ２ 基 板 の 前 記 液 晶 層 を 保 持 す る 面 に 設 け ら れ 、 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 前 記 第 ２
基 板 に 対 し て 略 垂 直 に 配 向 す る 配 向 特 性 を 有 し た 第 ２ 配 向 膜 と を さ ら に 備 え る 請 求 項 １ な
い し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の 絶 縁 基 板 上 に 反 射 電 極 お よ び 透 過 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ
れ た 第 １ の 基 板 と 、 第 ２ の 絶 縁 基 板 上 に 前 記 複 数 の 画 素 に 対 応 し て 共 通 に 配 置 さ れ た 対 向
電 極 を 備 え る 第 ２ の 基 板 と を 用 意 し 、
　 前 記 第 ２ の 基 板 の 前 記 対 向 電 極 上 に 、 前 記 透 過 電 極 と 対 応 す る 第 １ 凸 構 造 物 、 お よ び 前
記 反 射 電 極 に 対 応 す る 第 ２ 凸 構 造 物 を 同 時 に 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と を 貼 り 合 せ 、
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 液 晶 分 子 を 含 む 液 晶 層 を 形 成 す る 液 晶 表 示 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 凸 構 造 物 お よ び 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 を 形 成 す る 場 合 、
　 前 記 対 向 電 極 上 に 感 光 性 レ ジ ス ト 膜 を 成 膜 し 、
　 前 記 第 １ 凸 構 造 物 お よ び 前 記 第 ２ 凸 構 造 物 を 形 成 す る た め の マ ス ク を 用 い て 前 記 感 光 性
レ ジ ス ト を 露 光 、 現 像 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 感 光 性 レ ジ ス ト は 、 ア ク リ ル 樹 脂 を 含 む 材 料 に よ り 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ０ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 係 り 、 特 に 、 一 画 素 内 に 外 光 を 反 射 す る
こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 反 射 部 と バ ッ ク ラ イ ト 光 を 透 過 す る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示
す る 透 過 部 と を 有 す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 軽 量 、 薄 型 、 低 消 費 電 力 な ど の 特 徴 を 有 す る た め に 、 Ｏ Ａ 機 器 、 情 報
端 末 、 時 計 、 テ レ ビ 等 さ ま ざ ま な 分 野 に 応 用 さ れ て い る 。 特 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 以 下
、 Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 と い う ） を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 は 、 そ の 高 い 応 答 性 か ら 、 携 帯 電 話 、 テ レ ビ
や コ ン ピ ュ ー タ な ど の よ う に 多 量 の 情 報 を 表 示 す る モ ニ タ と し て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 情 報 量 の 増 加 や 携 帯 端 末 の 小 型 軽 量 化 に 伴 い 、 高 精 細 で 視 野 角 の 広 い 表 示 装 置 が
要 求 さ れ て い る 。 こ れ ら 要 求 の う ち 画 像 の 高 精 細 化 に は 、 例 え ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 構 造 を 微
細 化 す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ て い る 。 一 方 、 広 視 角 に 関 し て は 、 ネ マ チ ッ ク 液 晶 を 用 い
た Ｏ Ｃ Ｂ （ Ｏ ｐ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ ｌ ｙ 　 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｅ ｎ ｓ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｂ ｅ ｎ ｄ ） 方 式 、 Ｖ Ａ Ｎ （ 　
Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ｅ ｄ 　 Ｎ ｅ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ 　 ） モ ー ド 、 Ｈ Ａ Ｎ （ Ｈ ｙ ｂ ｒ ｉ ｄ
　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ｅ ｄ 　 Ｎ ｅ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ ） モ ー ド 、 Ｉ Ｐ Ｓ （ Ｉ ｎ － Ｐ ｌ ａ ｎ ｅ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ
ｉ ｎ ｇ ） 方 式 お よ び π 配 列 モ ー ド 等 の 表 示 モ ー ド の 採 用 が 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら 表 示 モ ー ド の う ち 、 Ｖ Ａ Ｎ モ ー ド は 、 従 来 の Ｔ Ｎ （ 　 Ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ ｅ ｄ 　 Ｎ ｅ ｍ ａ
ｔ ｉ ｃ 　 ） モ ー ド よ り も 速 い 応 答 速 度 を 得 る こ と が で き 、 し か も 、 垂 直 配 向 の た め 静 電 気
破 壊 な ど の 不 良 を 発 生 さ せ る ラ ビ ン グ 処 理 （ 液 晶 と 接 す る 界 面 に 高 分 子 薄 膜 を 塗 布 し て 布
で 一 定 方 向 に 擦 る 処 理 ） を 必 要 と し な い 。 こ の た め 、 プ ロ セ ス で の ゴ ミ の 発 生 や 、 ラ ビ ン
グ ム ラ な ど の 不 良 を 回 避 で き 、 生 産 性 に 優 れ て い る 。 な か で も 、 マ ル チ ド メ イ ン 型 Ｖ Ａ Ｎ
モ ー ド （ Ｍ Ｖ Ａ モ ー ド と い う ） は 、 視 野 角 の 補 償 設 計 が 比 較 的 容 易 な こ と か ら 特 に 注 目 を
集 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 近 年 で は 屋 外 で の 使 用 頻 度 が 高 ま る こ と か ら 、 従 来 の 透 過 表 示 方 式 に 加 え 、 部
分 的 に 反 射 表 示 を 行 う こ と が 可 能 な 半 透 過 型 液 晶 方 式 が 実 用 化 さ れ て い る 。 こ の 半 透 過 型
液 晶 表 示 装 置 は 、 一 画 素 内 に お い て 、 反 射 電 極 を 有 す る 反 射 部 と 、 透 過 電 極 を 有 す る 透 過
部 と を 備 え て い る 。 こ の よ う な 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 暗 所 に お い て は 、 画 素 内 の 透 過
部 を 利 用 し て バ ッ ク ラ イ ト 光 を 選 択 的 に 透 過 す る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 透 過 型 液 晶
表 示 装 置 と し て 機 能 し 、 明 所 に お い て は 、 画 素 内 の 反 射 部 を 利 用 し て 外 光 を 選 択 的 に 反 射
す る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 と し て 機 能 す る 。 こ れ に よ り 、 消 費
電 力 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な Ｍ Ｖ Ａ モ ー ド を 採 用 し た 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 電 圧 印 加 時 の
液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 を 制 御 す る た め 、 ア レ イ 基 板 あ る い は 対 向 基 板 、 も し く は 両 方 に 対 し
て 畝 状 突 起 構 造 を 形 成 す る か 、 あ る い は 、 対 向 基 板 上 の 共 通 電 極 に ス リ ッ ト を 設 け る 必 要
が あ る 。 ま た 、 上 述 の よ う な 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 反 射 表 示 用 の 液 晶 層 の 厚
み を 透 過 用 の 液 晶 層 の 厚 み の 約 半 分 に す る た め 、 反 射 電 極 の 下 部 等 に 凸 構 造 を 形 成 し 、 液
晶 層 の 厚 み を 制 御 す る 必 要 が あ る 。 　
　 こ の よ う に 、 対 向 基 板 お よ び ア レ イ 基 板 の そ れ ぞ れ に 、 畝 状 突 起 構 造 や 凸 構 造 を 形 成 す
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る 必 要 が あ る た め 、 製 造 工 程 （ プ ロ セ ス 数 ） の 増 加 、 マ ス ク 数 の 増 加 、 あ る い は 畝 状 突 起
構 造 や 凸 構 造 等 の 膜 厚 制 御 と い っ た 管 理 項 目 の 増 加 を 招 く 問 題 が あ る 。 　
　 ま た 、 こ れ に よ り 、 製 造 コ ス ト が 増 大 し 、 製 造 工 程 が 煩 雑 に な る た め 、 歩 留 り の 低 下 を
招 く 問 題 が あ る 。 　
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め の も の で あ っ て 、 製 造 効 率 が 高 く 広 い 視 野 角 を 有 し
た Ｍ Ｖ Ａ 方 式 を 利 用 し た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ 絶 縁 基 板 上 に 、 そ れ ぞ れ
反 射 電 極 お よ び 透 過 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 第 １ 基 板 と 、
第 ２ 絶 縁 基 板 上 に 、 前 記 複 数 の 画 素 に 対 応 し て 共 通 に 設 け ら れ て い る 対 向 電 極 と 、 前 記 透
過 電 極 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 第 １ 凸 構 造 物 と 、 前 記 反 射 電 極 に 対 応 し て 配 置 さ れ て 、 前 記
第 １ 凸 構 造 物 と 同 一 面 上 に 形 成 さ れ 同 じ 高 さ を 有 す る 第 ２ 凸 構 造 物 と を 備 え 、 前 記 第 １ 基
板 と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ
た 液 晶 層 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 　
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 絶 縁
基 板 上 に 反 射 電 極 お よ び 透 過 電 極 を 含 む 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 第 １ の 基
板 と 、 第 ２ の 絶 縁 基 板 上 に 前 記 複 数 の 画 素 に 対 応 し て 共 通 に 配 置 さ れ た 対 向 電 極 を 備 え る
第 ２ の 基 板 と を 用 意 し 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 前 記 対 向 電 極 上 に 、 前 記 透 過 電 極 と 対 応 す る 第
１ 凸 構 造 物 、 お よ び 前 記 反 射 電 極 に 対 応 す る 第 ２ 凸 構 造 物 を 同 時 に 形 成 し 、 前 記 第 １ の 基
板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と を 貼 り 合 せ 、 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 液 晶 分 子 を
含 む 液 晶 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 製 造 効 率 が 高 く 広 い 視 野 角 を 有 し た Ｍ Ｖ Ａ 方 式 を 利 用 し た 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 お よ び
そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。 図
２ は 、 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 素 子 の 基 本 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ （ ａ ） ,（
ｂ ） は 、 図 １ ， ２ に 示 し た 対 向 基 板 お よ び ア レ イ 基 板 を そ れ ぞ れ 液 晶 層 側 か ら 見 た 概 略 図
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス タ イ プ の 半 透 過 型 の カ ラ ー
液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル Ｌ Ｐ Ｎ を 備 え て い る 。 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル Ｌ Ｐ Ｎ
は 、 ア レ イ 基 板 （ 第 １ の 基 板 ） Ａ Ｒ と 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ と 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向
基 板 （ 第 ２ の 基 板 ） Ｃ Ｔ と 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ と 対 向 基 板 Ｃ Ｔ と の 間 に 保 持 さ れ た 液
晶 層 Ｌ Ｑ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ の 液 晶 層 Ｌ Ｑ を 保 持 す る 面 と は 反 対 の 外 面 に 設
け ら れ た 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ 、 及 び 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ の 液 晶 層 Ｌ Ｑ を 保 持 す る 面 と は
反 対 の 外 面 に 設 け ら れ た 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ を 備 え て い る 。 さ ら に 、 液 晶 表 示 装 置
は 、 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ 側 か ら 液 晶 表 示 パ ネ ル Ｌ Ｐ Ｎ を 照 明 す る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト Ｂ Ｌ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 画 像 を 表 示 す る 表 示 領 域 Ｄ Ｓ Ｐ に お い
て 、 ｍ × ｎ 個 の マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 Ｐ Ｘ を 備 え て い る 。 各 画 素 Ｐ Ｘ は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 外 光 を 反 射 す る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 反 射 部 Ｐ Ｒ と 、 バ ッ ク ラ
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イ ト ユ ニ ッ ト Ｂ Ｌ か ら の バ ッ ク ラ イ ト 光 を 透 過 す る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 す る 透 過 部 Ｐ
Ｔ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ は 、 ガ ラ ス 板 や 石 英 板 な ど の 透 光 性 絶 縁 基 板 １ ０ を 用 い て 形 成 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 こ の ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ は 、 表 示 領 域 Ｄ Ｓ Ｐ に お い て 、 画 素 毎 に 配 置 さ れ た ｍ
× ｎ 個 の 画 素 電 極 Ｅ Ｐ 、 こ れ ら 画 素 電 極 Ｅ Ｐ の 行 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た ｎ 本 の 走 査
線 Ｙ （ Ｙ １ ～ Ｙ ｎ ） 、 こ れ ら 画 素 電 極 Ｅ Ｐ の 列 に 沿 っ て 形 成 さ れ た ｍ 本 の 信 号 線 Ｘ （ Ｘ １
～ Ｘ ｍ ） 、 各 々 対 応 走 査 線 Ｙ 及 び 対 応 信 号 線 Ｘ の 交 差 位 置 近 傍 に 画 素 毎 に 配 置 さ れ た ｍ ×
ｎ 個 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 す な わ ち 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｗ 、 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ Ｃ と 並 列 に 各 々 補 助
容 量 Ｃ Ｓ を 構 成 す る よ う 対 応 行 の 画 素 電 極 Ｅ Ｐ に 容 量 結 合 し て ｎ 本 の 走 査 線 Ｙ と 略 平 行 に
形 成 さ れ た 補 助 容 量 線 Ａ Ｙ な ど を 有 し て い る 。 ま た 、 画 素 電 極 Ｅ Ｐ と 補 助 容 量 Ｃ Ｓ と の 間
に は 絶 縁 層 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ は 、 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 表 示 領 域 Ｄ Ｓ Ｐ の 周 辺 の 駆 動 回 路 領 域
Ｄ Ｃ Ｔ に お い て 、 ｎ 本 の 走 査 線 Ｙ に 接 続 さ れ た 走 査 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ 、 及 び 、 ｍ 本 の 信 号 線
Ｘ に 接 続 さ れ た 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ を 有 し て い る 。 走 査 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ は 、 コ ン ト ロ ー ラ
Ｃ Ｎ Ｔ に よ る 制 御 に 基 づ い て ｎ 本 の 走 査 線 Ｙ に 順 次 走 査 信 号 （ 駆 動 信 号 ） を 供 給 す る 。 ま
た 、 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ は 、 コ ン ト ロ ー ラ Ｃ Ｎ Ｔ に よ る 制 御 に 基 づ い て 各 行 の 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ Ｗ が 走 査 信 号 に よ っ て オ ン す る 毎 に ｍ 本 の 信 号 線 Ｘ に 映 像 信 号 （ 駆 動 信 号 ） を 供 給
す る 。 こ れ に よ り 、 各 行 の 画 素 電 極 Ｅ Ｐ は 、 対 応 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｗ を 介 し て 供 給 さ
れ る 映 像 信 号 に 応 じ た 画 素 電 位 に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ （ ａ ） ,（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 Ｅ Ｐ は 、 反 射 部 Ｐ Ｒ に 対 応 し て
設 け ら れ た 反 射 電 極 ２ １ 及 び 透 過 部 Ｐ Ｔ に 対 応 し て 設 け ら れ た 透 過 電 極 ３ １ を 有 し て い る
。 反 射 電 極 ２ １ は 、 絶 縁 層 １ １ 上 に 配 置 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｗ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て
い る 。 こ の 反 射 電 極 ２ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 反 射 膜 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 透 過 電
極 ３ １ は 、 反 射 電 極 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 面 と 同 一 平 面 状 、 す な わ ち 、 絶 縁 層 １ １ 上 に 配
置 さ れ 、 反 射 電 極 ２ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 透 過 電 極 ３ １ は 、 イ ン ジ ウ ム ・ テ
ィ ン ・ オ キ サ イ ド （ Ｉ Ｔ Ｏ ） な ど の 透 光 性 導 電 膜 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ は 、 ガ ラ ス 板 や 石 英 板 な ど の 透 光 性 絶 縁 基 板 ４ ０ を 用 い て 形 成 さ れ
て い る 。 す な わ ち 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ は 、 こ の 透 光 性 絶 縁 基 板 ４ ０ 上 に 配 置 さ れ て い る カ ラ ー
フ ィ ル タ 層 ４ １ 、 対 向 電 極 ４ ２ 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ 、 お よ び 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ お よ び 対 向 基 板 Ｃ Ｔ の 液 晶 層 Ｌ Ｑ と 直 接 接 す る 界 面 に は 、 液 晶 分
子 に そ れ ぞ れ 基 板 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 配 向 を 与 え る 配 向 膜 ５ １ 、 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る
。 こ れ に よ り 、 液 晶 分 子 は 、 そ の 長 軸 が 基 板 の 界 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 を 向 く よ う に 配 向
さ れ て い る 。 な お 、 配 向 膜 ５ １ ， ５ ２ は 、 そ れ ぞ れ ７ ０ ｎ ｍ ～ ９ ０ ｎ ｍ の 厚 さ に 形 成 さ れ
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ４ １ は 、 透 光 性 絶 縁 基 板 ４ ０ 上 の 表 示 領 域 Ｄ Ｓ Ｐ に お い て 、 各 画 素 Ｐ
Ｘ を 区 画 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ 図 示 せ ず ） と 、 こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ て 囲 ま
れ た 各 画 素 に 配 置 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） と を 含 む 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 、
ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ に 設 け ら れ た 走 査 線 Ｙ や 信 号 線 Ｘ な ど の 配 線 部 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ
て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 互 い に 異 な る 色 、 例 え ば 赤 色 、 青 色 、 緑 色 と い っ た ３ 原 色 に
そ れ ぞ れ 着 色 さ れ た 着 色 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 赤 色 着 色 樹 脂 、 青 色 着 色 樹 脂 、 及
び 緑 色 着 色 樹 脂 は 、 そ れ ぞ れ 赤 色 画 素 、 青 色 画 素 、 及 び 緑 色 画 素 に 対 応 し て 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 対 向 電 極 ４ ２ は 、 す べ て の 画 素 Ｐ Ｘ の 反 射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 す る よ う
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に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 対 向 電 極 ４ ２ は 、 イ ン ジ ウ ム ・ テ ィ ン ・ オ キ サ イ ド （ Ｉ Ｔ Ｏ ） な
ど の 透 光 性 導 電 膜 に よ っ て 形 成 さ れ 、 補 助 容 量 線 Ａ Ｙ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ は 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ 側 の 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 第
２ 凸 構 造 物 ２ ２ は 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ 側 の 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
詳 細 に 説 明 す る と 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ の 透
過 電 極 ３ １ と 対 向 す る 領 域 で あ る 対 向 基 板 Ｃ Ｔ の 透 過 領 域 ３ ３ 内 に 形 成 さ れ 、 例 え ば 、 長
方 形 の 透 過 領 域 ３ ３ の 長 手 方 向 （ 長 辺 ３ ３ Ｌ ） に 平 行 な パ タ ー ン を 有 し 、 透 過 領 域 ３ ３ 上
の 略 中 央 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア レ
イ 基 板 Ａ Ｒ に 形 成 さ れ て い る 反 射 電 極 ２ １ と 同 じ サ イ ズ に 形 成 さ れ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ と 対 向 基 板 Ｃ Ｔ が 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 状 態 に お い て 、 反 射 電 極 ２ １ の
全 面 と 重 な り 合 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 構 造 物
２ ２ は 、 対 向 電 極 ４ １ 上 に 、 す な わ ち 、 同 一 平 面 上 に 、 絶 縁 材 料 、 例 え ば 感 光 性 ア ク リ ル
レ ジ ス ト に よ っ て 厚 さ １ ． ３ ５ μ ｍ で 、 同 一 工 程 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １
凸 構 造 物 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ は 、 同 一 面 上 に 、 同 一 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 同 じ 高
さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 構 成 の ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ 及 び 対 向 基 板 Ｃ Ｔ は 、 有 効 表 示 部 Ｄ Ｓ Ｐ 内 に 配 置 さ れ た
柱 状 ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 所 定 の ギ ャ ッ プ 、 例 え ば ３ ． ６ ５ μ ｍ の ギ ャ ッ プ を 形
成 し た 状 態 で 対 抗 配 置 さ れ 、 そ の 周 縁 部 同 士 が 、 例 え ば シ ー ル 材 に よ り 貼 り 合 せ ら れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 分 子 注 入 用 の セ ル が 形 成 さ れ 、 セ ル 内 に 負 の 誘 電 異 方 性 を 示 す 液 晶
材 料 （ Ｎ ｎ 液 晶 材 料 ） を 注 入 し 封 止 す る こ と に よ り 液 晶 層 Ｌ Ｑ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ
ち 、 液 晶 層 Ｌ Ｑ は 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ 側 の 配 向 膜 ５ １ と 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ 側 の 配 向 膜 ５ ２ と の
間 に 保 持 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 含 ま れ る 液 晶 分 子 が 配 向 膜 ５ １ 及 び ５ ２
に よ る 配 向 制 御 に よ っ て 垂 直 配 向 さ れ た 垂 直 配 向 モ ー ド が 構 成 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ の 段 差 部 分 に お い て 、 液 晶 配 向 の 分 割 が 誘 起 さ れ 、
液 晶 分 子 の 配 向 は 、 そ の 長 軸 が ガ ラ ス 基 板 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か ら 特 定 角 度 だ け 傾 斜 し た
配 列 と な る 。 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ の 近 傍 に 位 置 し た 液 晶 分 子 は 、 他 の 液 晶 分 子 の チ ル ト 方 向
を 規 制 す る 役 割 を 果 た す 。 す な わ ち 、 液 晶 分 子 を 所 定 方 向 に 配 向 し た 領 域 （ 液 晶 分 子 の 配
向 方 向 が 揃 っ た 領 域 ） を ド メ イ ン と 称 す る が 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ を 挟 ん だ 両 側 に そ れ ぞ れ
液 晶 分 子 を 異 な る 方 向 に 配 向 し た 複 数 の ド メ イ ン を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め
、 所 定 パ タ ー ン の 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ を 形 成 す る こ と に よ り 、 透 過 部 Ｐ Ｔ 内 を 複 数 の ド メ イ
ン に 分 割 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 １ つ の 画 素 領 域 に お い て 、 こ れ ら の ド メ イ ン が
複 数 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 分 子 の 異 方 性 の 補 償 効 果 が 生 じ 、 広 い 視 野 角 を 実 現 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 反 射 部 Ｐ Ｒ に 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ を 設 け る こ と に よ り 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極
４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 を 、 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 よ り も
低 く し 、 偏 光 状 態 を 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 透 過 電 極 ３ １ と 第 １ 凸 構 造 物 ３
２ 間 の 液 晶 分 子 の 配 向 と 、 反 射 電 極 ２ １ と 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ 間 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 異 な ら
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ 及 び 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ は 、 こ れ ら を 通 過 す る
光 の 偏 光 状 態 を 制 御 し 、 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 入 射 す る 楕 円 偏 光 を 形 成 す る 。 す な わ ち 、 第 １ 偏 光
制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ は 、 こ れ に 入 射 し た バ ッ ク ラ イ ト 光 の 偏 光 状 態 を 制 御 し 、 第 １ 偏 光 制 御
素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ を 通 過 し た 光 す な わ ち 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 入 射 す る 直 前 の 光 の 偏 光 状 態 を 楕 円 偏 光
に 変 換 す る 。 ま た 、 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ は 、 こ れ に 入 射 し た 外 光 の 偏 光 状 態 を 制 御
し 、 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ を 通 過 し た 光 す な わ ち 液 晶 層 Ｌ Ｑ に 入 射 す る 直 前 の 光 の 偏
光 状 態 を 楕 円 偏 光 に 変 換 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ は 、 第 １ 偏 光 板 ６ １ お よ び 第 １ 位 相
差 板 ６ ２ を 含 み 、 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ は 、 第 ２ 偏 光 板 ７ １ お よ び 第 ２ 位 相 差 板 ７ ２
を 含 ん で い る 。 こ れ ら 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ 及 び 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ を 構 成 す
る 第 １ 位 相 差 板 ６ ２ 及 び 第 ２ 位 相 差 板 ７ ２ は 、 例 え ば 、 所 定 波 長 の 光 に 対 し て 常 光 線 と 異
常 光 線 と の 間 に １ ／ ４ 波 長 の 位 相 差 を 与 え る い わ ゆ る １ ／ ４ 波 長 板 で あ る 。 ま た 、 こ こ で
適 用 さ れ る 第 １ 偏 光 板 ６ １ お よ び 第 ２ 偏 光 板 ７ １ は 、 光 の 進 行 方 向 に 直 交 す る 平 面 内 に お
い て 、 互 い に 直 交 す る 吸 収 軸 及 び 透 過 軸 を 有 し て い る 。 こ の よ う な 偏 光 板 は 、 ラ ン ダ ム な
方 向 の 振 動 面 を 有 す る 光 か ら 、 透 過 軸 と 平 行 な １ 方 向 の 振 動 面 を 有 す る 光 す な わ ち 直 線 偏
光 の 偏 光 状 態 を 有 す る 光 を 取 り 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 透 過 部 Ｐ Ｔ よ り 放 出 さ れ る 光 は 、 バ ッ ク ラ イ ト Ｂ Ｌ か ら 出 射 さ れ て 液 晶 層 Ｌ Ｑ を 通 過 し
た 光 で あ る が 、 反 射 部 Ｐ Ｒ よ り 放 出 さ れ る 光 は 、 液 晶 層 Ｌ Ｑ を 往 復 し て 対 向 基 板 Ｃ Ｔ 側 か
ら 放 出 さ れ る 。 こ の た め 、 従 来 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 反 射 部 の 液 晶 層 の 厚 さ を 、 透
過 部 の 液 晶 層 の 厚 さ の 半 分 に す る こ と に よ り 、 透 過 部 か ら 放 出 さ れ た 光 の 液 晶 層 に よ る 偏
光 状 態 と 、 反 射 部 か ら 放 出 さ れ た 光 の 液 晶 層 に よ る 偏 光 状 態 を 、 略 同 一 に 制 御 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 透 過 部 Ｐ Ｔ と 反 射 部 Ｐ Ｒ の ギ ャ ッ プ は 略 均 一 で あ っ て 、 反 射 電 極 ２
１ と 対 応 す る 対 向 基 板 Ｃ Ｔ 側 の 所 定 の 位 置 に 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、
反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 を 、 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に
か か る 実 際 の 電 圧 よ り も 低 く し 、 偏 光 状 態 を 変 更 し て い る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 の
厚 さ を 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 結 果 と し て 表 示 さ れ る 画 像 の 輝 度 が 、 透 過
部 Ｐ Ｔ を あ る い は 反 射 部 Ｐ Ｒ を 利 用 し た 場 合 に お い て 、 同 等 と な る 範 囲 で あ る こ と が 好 ま
し く 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 （ 第 ２ の 電 圧 ） と 、 透 過 電 極 ３ １
と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 （ 第 １ の 電 圧 ） と の 差 が 、 １ ０ ０ ｍ Ｖ 以 内 で あ れ ば 、
透 過 部 Ｐ Ｔ お よ び 反 射 部 Ｐ Ｒ に お け る 印 加 電 圧 ― 輝 度 特 性 を 同 等 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 電 圧 と 第 ２ の 電 圧 と の 差 は 、 最 大 ９ ８ ｍ Ｖ で あ っ た 。 こ
れ に よ り 、 結 果 と し て 表 示 さ れ る 画 像 の 色 再 現 性 を 、 透 過 部 Ｐ Ｔ に よ る 表 示 お よ び 反 射 部
Ｐ Ｒ に よ る 表 示 の 両 方 に お い て 、 精 度 良 く 一 致 さ せ る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 述 し た 基 本 構 成 を 有 す る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。 　
　 ま ず 、 公 知 の 方 法 に よ り 、 透 光 性 絶 縁 基 板 １ ０ 上 に 信 号 線 Ｘ 、 走 査 線 Ｙ 等 の 配 線 類 、 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｗ 、 補 助 容 量 Ｃ Ｓ 、 お よ び 絶 縁 層 １ １ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 こ の 絶 縁 層 １
１ 上 の 所 定 の 位 置 に 、 反 射 電 極 ２ １ を 形 成 し 、 同 時 に 、 例 え ば 絶 縁 層 １ １ に 形 成 さ れ た ス
ル ー ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｗ に 導 通 さ せ る 。 そ し て 、 反 射 電 極 ２
１ に 隣 接 さ せ て 透 過 電 極 ３ １ を 形 成 し 、 反 射 電 極 ２ １ に 導 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 反 射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３ １ が 形 成 さ れ た 透 光 性 絶 縁 基 板 １ ０ の 全 面 に 、
配 向 膜 ５ １ と し て 厚 さ ８ ０ ｎ ｍ の 垂 直 配 向 用 ポ リ イ ミ ド 膜 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り ア レ イ
基 板 Ａ Ｒ が 構 成 さ れ る 。 更 に 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ の 配 向 膜 ５ １ 上 に お い て 画 素 領 域 か ら 外 れ
た 配 線 上 に 、 例 え ば ア ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 を 用 い て 高 さ ３ ． ６ ５ μ ｍ の ス ペ ー サ を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ の 透 光 性 絶 縁 基 板 ４ ０ 上 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ４ １ お よ び 、 Ｉ Ｔ Ｏ
か ら な る 共 通 電 極 ４ ２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の 共 通 電 極 ４ ２ 上 に 感 光 性 レ ジ ス ト 材 料 （
例 え ば 感 光 性 ア ク リ ル レ ジ ス ト ） を 成 膜 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 続 い て 、 例 え ば 平 行 露 光 装 置 に よ り 、 反 射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３ １ の そ れ ぞ れ に 対
応 す る 第 １ ， ２ 凸 構 造 物 ３ ２ ， ２ ２ を 形 成 す る た め の マ ス ク （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 感 光 性
ア ク リ ル レ ジ ス ト 膜 を 露 光 し 、 更 に 、 現 像 処 理 お よ び エ ッ チ ン グ 処 理 を 施 し 、 パ タ ー ニ ン
グ す る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た よ う な 形 状 の 第 １ ， ２ 凸 構 造 物 ３ ２ ， ２ ２ を 、
同 時 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 配 向 膜 ５ ２ と し て 厚 さ ８ ０ ｎ ｍ の 垂 直 配 向 用 ポ リ イ ミ ド 膜 を 全 面 に 形 成 す る 。
こ れ に よ り 対 向 基 板 Ｃ Ｔ が 構 成 さ れ る 。 　
　 続 い て 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ 周 縁 の シ ー ル 領 域 に 、 シ ー ル 材 と し て エ ポ キ シ 系 熱 硬 化 性 樹 脂 を
デ ィ ス ペ ン サ に よ り 塗 布 す る 。 そ し て 、 配 向 膜 ５ １ ， ５ ２ が 向 い 合 う よ う に ア レ イ 基 板 Ａ
Ｒ お よ び 対 向 基 板 Ｃ Ｔ を シ ー ル 材 を 介 し て 貼 り 合 わ せ 、 所 定 の 荷 重 を 印 加 し な が ら 熱 処 理
す る こ と に よ り 、 シ ー ル 材 を 熱 硬 化 す る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 分 子 注 入 用 の セ ル （ 図 示 せ ず
） が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 セ ル 内 に 負 の 誘 電 異 方 性 を 示 す 液 晶 材 料 を 注 入 し 封 止 す る 。 こ
れ に よ り 、 液 晶 層 Ｌ Ｑ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 続 い て 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ の 外 面 す な わ ち 透 光 性 絶 縁 基 板 １ ０ の 外 面 に 、 例 え ば 粘 着 剤 （
図 示 せ ず ） を 介 し て 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ を 接 着 す る と と も に 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ の 外 面
す な わ ち 透 過 性 絶 縁 基 板 ４ ０ の 外 面 に 、 例 え ば 粘 着 剤 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 第 ２ 偏 光 制 御
素 子 Ｐ Ｏ Ｌ ２ を 接 着 す る 。 以 上 の 工 程 に よ り 液 晶 表 示 パ ネ ル が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 信 号 線 Ｘ お よ び 走 査 線 Ｙ を 介 し て 反
射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３ １ に 電 力 が 供 給 さ れ て い る 状 態 で の 液 晶 層 Ｌ Ｑ の 液 晶 分 子 の
傾 き 角 度 を 制 御 す る た め の 手 段 で あ る 第 １ ， ２ 凸 構 造 体 ３ ２ ， ２ ２ を 同 時 に 形 成 す る こ と
が で き る 。 こ れ に よ り 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る た め 、 製 造 コ ス ト お よ び 製 造
労 力 を 削 減 で き 、 生 産 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 表 示 部 は 、 従 来 、 ア レ イ 基 板 や 対 向 基 板 の 液 晶 層 に 電 圧 を
印 加 す る た め の 電 極 下 部 に 形 成 さ れ た 凸 構 造 に よ り 、 液 晶 層 厚 み を 制 御 し て い た 。 し か し
、 こ の 方 法 で は 、 Ｍ Ｖ Ａ モ ー ド 固 有 の 配 向 制 御 用 凸 構 造 を 対 向 基 板 側 に 形 成 し 、 か つ 、 反
射 表 示 用 の 液 晶 層 厚 み 制 御 用 凸 構 造 を ア レ イ 基 板 の 反 射 電 極 の 下 に 形 成 す る た め 、 プ ロ セ
ス 数 の 増 加 、 マ ス ク 数 の 増 加 あ る い は 膜 厚 制 御 等 の 管 理 項 目 が 増 え 、 歩 留 ま り が 低 下 す る
虞 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に 対 し 、 上 述 の 通 り 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 １ ， ２ 凸 構 造 体 ３ ２
， ２ ２ を 同 時 に 形 成 す る こ と が で き る た め 、 プ ロ セ ス 数 や マ ス ク 数 を 削 減 す る こ と が で き
、 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ と 対 向 基 板 Ｃ Ｔ と の ギ ャ ッ プ は 、 ３ ． ６ ５ ± ０ ． ３ μ ｍ の 範 囲 で
許 容 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ を 形 成 す る た め の 感 光 性 ア
ク リ ル レ ジ ス ト 膜 の 厚 さ は 、 １ ． ３ ５ μ ｍ ± ０ ． ２ μ ｍ の 範 囲 で 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ は 、 上 述 の と お り 、 従 来 の ア レ イ プ ロ セ ス で 処 理 が 可 能 な 感 光
性 レ ジ ス ト 材 料 な ど に よ り 形 成 す る こ と が で き る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば
、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 ノ ボ ラ ッ ク 系 樹 脂 な ど の よ う な 誘 電 体 層 と し て Ｍ Ｖ
Ａ 用 の 配 向 制 御 に 利 用 さ れ る 材 料 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 こ の 誘 電 体 の 誘 電 率 が 液 晶 材 料 の 誘 電 率 よ り も 低 け れ ば 、 こ れ ら 誘 電 体 に よ り
構 成 さ れ る 第 １ ， ２ 凸 構 造 物 ３ ２ ， ２ ２ の 上 方 に 磁 界 の 強 さ が よ り 弱 い 領 域 を 形 成 す る こ
と が で き る 。 　 こ の よ う な 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ の 誘 電 率 を 調 整 す る こ と に よ り 、 反 射 電 極
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２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に 係 る 実 際 の 電 圧 を 変 更 す る と と も に 、 配 向 性 を 向 上 さ せ た 一 例 を
以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ （ ａ ） ,（ ｂ ） を 参 照 し て 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ （ ａ ） ,（ ｂ ） は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ （ ａ ） ,（ ｂ ） に 示 す 通 り 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｒ に は 、 反 射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３
１ が 形 成 さ れ 、 対 向 基 板 Ｃ Ｔ に は 、 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ お よ び 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 上 述 の 説 明 と 同 じ 番 号 の 構 成 要 件 に つ い て は 、 上 述 と 同 じ 構 成
お よ び 機 能 を 有 す る た め 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ は 、 上 述 で 説 明 し た 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ と 同 様 に し て 、 第 １ 凸 構 造 物
３ ２ と 同 じ プ ロ セ ス で 形 成 さ れ 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 、 所 定 の パ タ ー ン の 凹 凸 形 状 を
有 す る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ は 、 矩 形 状 の 反 射 電 極 ２ １ と 対 応 す
る 反 射 領 域 ２ ２ １ Ａ を ４ 分 割 し た １ ／ ４ 反 射 領 域 に お い て 、 ほ ぼ 一 定 の 周 期 で 互 い に ほ ぼ
平 行 に 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 反 射 領 域 ２ ２ １ Ａ の 対 角 線 と ほ ぼ 平 行 に 並 ん で い る 複 数 の 凸
部 を 含 ん で い る 。 よ っ て 、 各 画 素 Ｐ Ｘ に お け る 反 射 領 域 ２ ２ １ Ａ に 、 液 晶 分 子 の チ ル ト 方
向 が 互 い に 異 な る ４ つ の ド メ イ ン を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 分 子 の 傾 斜
方 向 （ 極 角 ） と 面 内 方 向 （ 方 位 角 ） を 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 配 向 性 が 向 上 し 、 液
晶 分 子 の 異 方 性 の 補 償 効 果 が 生 じ 、 広 い 視 野 角 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 こ れ ら 複 数 の 凸 部 は 、 ６ μ ｍ ～ １ ５ μ ｍ の 間 隔 で 形 成 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 配 向 均 一 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ ず
、 透 過 率 や 画 質 な ど の バ ラ ン ス で は 、 上 述 の よ う な 周 期 以 外 の 範 囲 の パ タ ー ン で あ っ て も
よ り よ う す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し か し 、 本 発 明 は 、 こ の パ タ ー ン に 限 ら れ ず 、 透 過 率 や 画 質 な ど の バ ラ ン ス が 考 慮 さ れ
た 所 定 の パ タ ー ン で あ っ て も よ い 。 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 特 性 を 詳 細 に 制 御 す る た
め 、 所 定 の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 （ 極 角 ） あ る い は 面 内 方 向 （ 方 位 角 ） を 形 成 す る パ タ ー ン
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 信 号 線 Ｘ お よ び 走 査 線 Ｙ を 介 し て 反
射 電 極 ２ １ お よ び 透 過 電 極 ３ １ に 電 力 が 供 給 さ れ て い る 状 態 で の 液 晶 層 Ｌ Ｑ の 液 晶 分 子 の
傾 き 角 度 を 制 御 す る た め の 手 段 で あ る 第 １ ， ２ 凸 構 造 体 ３ ２ ， ２ ２ １ を 同 時 に 形 成 す る こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る た め 、 製 造 コ ス ト お よ び 製
造 労 力 を 削 減 で き 、 生 産 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 反 射 部 Ｐ Ｒ に 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ を 設 け る こ と に よ り 、 上 述 の と お り 、 反 射 電 極
２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 を 、 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実
際 の 電 圧 よ り も 低 く し 、 偏 光 状 態 を 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 透 過 電 極 ３ １ と
第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ 間 の 液 晶 分 子 の 配 向 と 、 反 射 電 極 ２ １ と 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ 間 の 液 晶 分
子 の 配 向 を 異 な ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 透 過 部 Ｐ Ｔ と 反 射 部 Ｐ Ｒ に お け る 液 晶 層 Ｌ Ｑ
の 厚 さ を 同 等 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の よ う な 凹 凸 形 状 を 形 成 す る こ と に よ り 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ の 誘 電 率 を 変
更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 値
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を 調 整 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 透 過 電 極 ３ １ と 第 １ 凸 構 造 物 ３ ２ 間 の 液 晶 分 子 の 配 向
と 、 反 射 電 極 ２ １ と 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ 間 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 異 な ら せ る こ と が で き る 。
ま た 、 配 向 性 が 向 上 し 、 広 い 視 野 角 を 実 現 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 液 晶 表 示 装 置 の
液 晶 層 の 厚 さ を 制 御 す る 場 合 の パ ラ メ ー タ が 増 え 、 設 計 マ ー ジ ン が 広 が り 、 歩 留 り が 向 上
す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 応 す る 対 向 基
板 Ｃ Ｔ 側 の 所 定 の 位 置 に 、 所 定 の パ タ ー ン の 凹 凸 形 状 を 有 す る 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ を 形 成
す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 凸 構 造 物 ２ ２ １ の 誘 電 率 を 調 整 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 述
の 通 り 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 を 、 透 過 電 極 ３ １ と 対 向 電 極
４ ２ 間 に か か る 実 際 の 電 圧 よ り も 低 く し て 偏 光 状 態 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 透 過 部 Ｐ Ｔ お よ び 反 射 部 Ｐ Ｒ に お け る 輝 度 特 性 を 同 等 に す る こ と が で き 、
広 い 視 野 角 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 結 果 と し て 表 示 さ れ る 画 像 の 輝 度 が 、 透 過
部 Ｐ Ｔ あ る い は 反 射 部 Ｐ Ｒ を 利 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 同 等 と な る 範 囲 で あ る こ と が 好 ま
し く 、 反 射 電 極 ２ １ と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 （ 第 ２ の 電 圧 ） と 、 透 過 電 極 ３ １
と 対 向 電 極 ４ ２ 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 （ 第 １ の 電 圧 ） と の 差 が 、 １ ０ ０ ｍ Ｖ 以 内 で あ れ ば 、
透 過 部 Ｐ Ｔ お よ び 反 射 部 Ｐ Ｒ に お け る 輝 度 特 性 を 同 等 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 電 圧 と 第 ２ の 電 圧 と の 差 は 、 最 大 ９ ８ ｍ Ｖ で あ っ た 。 こ
れ に よ り 、 結 果 と し て 表 示 さ れ る 画 像 の 色 再 現 性 を 、 透 過 部 Ｐ Ｔ に よ る 表 示 お よ び 反 射 部
Ｐ Ｒ に よ る 表 示 の 両 方 に お い て 、 精 度 良 く 一 致 さ せ る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実
施 形 態 に わ た る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 第 １ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ １ は 、 第 １ 位 相 差 板 ６ ２ と し て 、 上 述 の １ ／ ４ 波 長 板
に 加 え て 、 所 定 波 長 の 光 に 対 し て 常 光 線 と 異 常 光 線 と の 間 に １ ／ ２ 波 長 の 位 相 差 を 与 え る
い わ ゆ る １ ／ ２ 波 長 板 を 含 む も の で あ っ て も よ い 。 同 様 に し て 、 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 Ｐ Ｏ Ｌ
２ は 、 第 ２ 位 相 差 板 ７ ２ と し て 、 上 述 の １ ／ ４ 波 長 板 に 加 え て 、 １ ／ ２ 波 長 板 を 含 む も の
で あ っ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 波 長 に よ る 光 の 透 過 率 の 変 化 を 抑 え る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 視 野 角 を 広 く す る 設 計 の 場 合 に は 、 負 の 位 相 差 を 持 つ 光 学 素 子 を 加 え て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 素 子 の 基 本 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ ， ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 可 能 な 対 向 基 板 お よ び ア レ イ 基 板
を そ れ ぞ れ 液 晶 層 側 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ ， ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 可 能 な 対 向 基 板 お よ び ア レ イ 基 板
を そ れ ぞ れ 液 晶 層 側 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 Ｌ Ｐ Ｎ … 液 晶 表 示 パ ネ ル 、 Ａ Ｒ … ア レ イ 基 板 、 Ｃ Ｔ … 対 向 基 板 、 Ｌ Ｑ … 液 晶 層 、 Ｐ Ｔ …
透 過 部 、 Ｐ Ｒ … 反 射 部 、 Ｐ Ｏ Ｌ １ … 第 １ 偏 光 制 御 素 子 、 Ｐ Ｏ Ｌ ２ … 第 ２ 偏 光 制 御 素 子 、 ２
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１ … 反 射 電 極 、 ３ １ … 透 過 電 極 、 ２ ２ … 第 １ 凸 構 造 物 、 ３ ２ … 第 ２ 凸 構 造 物 、 ６ １ … 第 １
偏 光 板 、 ６ ２ … 第 １ 位 相 差 板 、 ７ １ … 第 ２ 偏 光 板 、 ７ ２ … 第 ２ 位 相 差 板 、 Ｂ Ｌ … バ ッ ク ラ
イ ト ユ ニ ッ ト 、 Ｐ Ｘ … 画 素 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 2007-52270 A 2007.3.1



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
                        Ｇ０２ＦＧ０２ＦＧ０２ＦＧ０２ＦＧ０２ＦＧ０２ＦＧ０２ＦＧ０２Ｆ   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)   1/133    (2006.01)           Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５０５　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　          　　　　　

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  川田　靖
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  村山　昭夫
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  久武　雄三
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  二ノ宮　希佐子
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  吉田　典弘
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  多胡　千種
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 2H088 GA02  HA02  HA03  HA04  HA18  HA21  JA10  KA27  KA30  LA03 
　　　　 　　        MA07  MA20 
　　　　 　　  2H089 HA08  HA15  JA07  QA12  QA16  RA08  SA18  TA02  TA04  TA05 
　　　　 　　        TA15  TA17  UA09 
　　　　 　　  2H091 FA08X FA08Z FA14Y FA41Z FD22  FD23  GA02  GA03  GA06  GA07 
　　　　 　　        HA09  KA10  LA12  LA19  LA30  MA10 
　　　　 　　  2H092 GA13  HA03  HA05  JA24  JB04  JB05  JB07  KB21  KB23  MA13 
　　　　 　　        NA01  NA26  NA27  NA29  PA02  PA12  QA09  RA10 
　　　　 　　  2H093 NA16  NB07  NC34  NC49  NC66  ND13  ND39  ND53  ND54  NE03 
　　　　 　　        NE04  NE06  NF09  NG20 

(13) JP 2007-52270 A 2007.3.1



专利名称(译) 液晶显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2007052270A 公开(公告)日 2007-03-01

申请号 JP2005237625 申请日 2005-08-18

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 川田靖
村山昭夫
久武雄三
二ノ宮希佐子
吉田典弘
多胡千種

发明人 川田 靖
村山 昭夫
久武 雄三
二ノ宮 希佐子
吉田 典弘
多胡 千種

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/1335 G02F1/139 G02F1/1333 G02F1/133

FI分类号 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/1335.520 G02F1/1335.510 G02F1/139 G02F1/1333 G02F1/133.505 
G02F1/133.550

F-TERM分类号 2H088/GA02 2H088/HA02 2H088/HA03 2H088/HA04 2H088/HA18 2H088/HA21 2H088/JA10 2H088
/KA27 2H088/KA30 2H088/LA03 2H088/MA07 2H088/MA20 2H089/HA08 2H089/HA15 2H089/JA07 
2H089/QA12 2H089/QA16 2H089/RA08 2H089/SA18 2H089/TA02 2H089/TA04 2H089/TA05 2H089
/TA15 2H089/TA17 2H089/UA09 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FA14Y 2H091/FA41Z 2H091
/FD22 2H091/FD23 2H091/GA02 2H091/GA03 2H091/GA06 2H091/GA07 2H091/HA09 2H091/KA10 
2H091/LA12 2H091/LA19 2H091/LA30 2H091/MA10 2H092/GA13 2H092/HA03 2H092/HA05 2H092
/JA24 2H092/JB04 2H092/JB05 2H092/JB07 2H092/KB21 2H092/KB23 2H092/MA13 2H092/NA01 
2H092/NA26 2H092/NA27 2H092/NA29 2H092/PA02 2H092/PA12 2H092/QA09 2H092/RA10 2H093
/NA16 2H093/NB07 2H093/NC34 2H093/NC49 2H093/NC66 2H093/ND13 2H093/ND39 2H093/ND53 
2H093/ND54 2H093/NE03 2H093/NE04 2H093/NE06 2H093/NF09 2H093/NG20 2H189/AA08 2H189
/AA14 2H189/BA07 2H189/HA12 2H189/HA16 2H189/JA10 2H189/KA19 2H189/LA03 2H189/LA05 
2H189/LA06 2H189/LA17 2H189/LA19 2H189/MA15 2H191/FA02 2H191/FA02Y 2H191/FA14 2H191
/FA14Y 2H191/FA22 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30 2H191/FA30X 2H191/FA30Z 2H191
/FA35 2H191/FA35Y 2H191/FA81 2H191/FA81Z 2H191/FB04 2H191/FC10 2H191/FC15 2H191/FC33 
2H191/FD22 2H191/FD26 2H191/GA05 2H191/GA08 2H191/GA10 2H191/GA19 2H191/HA11 2H191
/HA35 2H191/HA37 2H191/KA05 2H191/LA13 2H191/LA21 2H191/LA24 2H191/LA25 2H191/NA20 
2H191/NA22 2H191/NA34 2H191/NA38 2H191/PA42 2H191/PA44 2H191/PA65 2H191/PA73 2H192
/AA24 2H192/BC31 2H192/BC63 2H192/BC72 2H192/DA12 2H192/EA22 2H192/EA43 2H192/FB02 
2H192/GD14 2H192/HA47 2H192/JA13 2H193/ZA04 2H193/ZH40 2H193/ZH43 2H193/ZP03 2H193
/ZP04 2H193/ZQ08 2H291/FA02Y 2H291/FA14Y 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA30X 2H291
/FA30Z 2H291/FA35Y 2H291/FA81Z 2H291/FB04 2H291/FC10 2H291/FC15 2H291/FC33 2H291
/FD22 2H291/FD26 2H291/GA05 2H291/GA08 2H291/GA10 2H291/GA19 2H291/HA11 2H291/HA35 
2H291/HA37 2H291/KA05 2H291/LA13 2H291/LA21 2H291/LA24 2H291/LA25 2H291/NA20 2H291
/NA22 2H291/NA34 2H291/NA38 2H291/PA42 2H291/PA44 2H291/PA65 2H291/PA73

代理人(译) 河野 哲
中村诚

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0e6599a0-3df4-4094-9bfc-336c366cde34


外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种使用具有改进的制造效率的MVA（多域垂直对
准向列模式）系统的半透半反液晶显示装置，并提供一种制造该装置的
方法。解决方案：液晶显示装置包括阵列基板AR，其中包括反射电极21
和透射电极31的多个像素PX以矩阵形式布置，对向基板CT，其中对电极
42对应于多个像素布置为对应的PX，对应于透射电极31放置的第一突出
结构32，对应于反射电极21放置并形成在与第一突出结构22相同高度的
同一平面上的第二突出结构22，以及液晶层LQ设置在阵列基板AR和对
向基板CT之间，彼此相对设置。 Ž
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